
【万
葉
古
代
学
研
究
所
垂
報
】

平
成
十
五
年
度

三
月

一
日

友
の
会
共
催
の

｢木
簡
を
よ
む
｣
で
'
松
尾
光
総
括
研
究
員

(以
下
'
研
究
月
と
略
す
)
が

｢文
字
の
成
立
を
語
る
木
簡
｣

を
講
義
｡
つ
づ
い
て
勾
艶
軍
海
外
研
修
員
が

｢日
本
と
中
国
の

ち
が
い
｣
を
講
演
｡

三
月

一
三
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
年
度
研
修
に
'
松
尾
光
研
究
員

･
井
上
さ

や
か
主
任
研
究
員

(以
下
'
研
究
員
と
略
す
)
が
講
師
を
務
め

る
｡

三
月

一
五
日

三
月
二
一
日

三
月
三

一
日

平
成
十
六
年
度

四
月

一
日

四
月

一
九
日

｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
二
号
を
発
行
｡

｢万
葉
故
地
の
確
定

･
デ
ー
タ
化
と
歴
史
的
景
観
再
現
事
業
｣

(奈
良
女
子
大
学
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
)
の
第
六
回
研

究
会
｣
に
'
松
尾
光
研
究
員

･
井
上
さ
や
か
研
究
貞
が
出
席
｡

桝
田
好
数
研
究
所
次
長
が
退
任
｡

志
野
保
則
総
務
課
長
が
研
究
所
次
長
に
就
任
｡

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢春
の
う
た
｣
を
講
義
｡

五
月

一
五
日

第
二
回
委
託
共
同
研
究
に
つ
い
て
'
｢平
城
万
葉
の
形
成
と

そ
の
基
盤
に
関
す
る
総
合
的
研
究
｣
(研
究
代
表
者

･
梶
川
信

行
日
本
大
学
教
授
)
と
決
定
し
て
委
託
契
約
を
締
結
｡

五
月

一
七
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢夏
の
う
た
｣
を
講
義
｡

五
月
三
〇
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
共
同
研
究
の
第

一
回
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
の
打
合
会

六
月

一
九
日

奈
良
県
小
学
校
教
科
等
研
究
会
社
会
科
部
会
府
県
代
表
者
会

の
会
合

(於

･
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
)
で
'
松
尾
光
研
究
員

が

｢飛
鳥
の
歴
史
｣
を
講
演
｡

六
月
二
八
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

月
が

｢秋
の
う
た
｣
を
講
義
｡

七
月

三
日

第
七
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
'
寺
川
鼻
知
夫
所
長
が

｢皇
極

(斉
明
)
天
皇
に
つ
い
て
｣
を
講
演
｡

七
月

四
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
坂
本

信
幸
奈
良
女
子
大
学
教
授
)
の
平
成
十
六
年
度
第

一
回
研
究
会

を
開
催
｡

七
月

一
七
日

第
八
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
'
松
尾
光
研
究
員
が

｢非
情
の
女
帝

･
持
続
｣
を
講
演
｡

七
月

一
九
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢冬
の
う
た
｣
を
講
義
｡

七
月
二
二
日

海
外
研
修
員
と
し
て
孟
形
氏
が
赴
任
｡

七
月
二
四
日

夏
休
み
親
子
万
葉
教
室
の
講
師
を
'
松
尾
光
研
究
員
が
務
め
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る
｡

七
月
二
五
日

夏
休
み
親
子
万
葉
教
室
の
講
師
を
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

務
め
る
｡

七
月
三
十

一
日
～
八
月

一
日

第
三
回
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
｡
講
師

･
演

題
は
松
尾
光
研
究
貞

｢遣
唐
使
は
ど
ん
な
国
書
を
持
参
し
た
か
｣'

井
上
さ
や
か
研
究
員

｢万
葉
研
究
と
現
代
｣
'
百
橋
明
穂
神
戸

大
学
教
授

｢色
の
研
究
-
古
代
美
術
と
万
葉
の
色
-
｣
'
松
田

信
彦
主
任
研
究
貞

(以
下
'
研
究
員
と
略
す
)
｢
日
本
書
紀
の

本
文
批
判
に
つ
い
て
｣
'
上
野
誠
副
所
長

｢文
学
以
前
と
研
究

以
前
-
わ
が
悪
戦
苦
闘
か
ら
t
｣
'
藤
井
貞
和
東
京
大
学
教
授

｢和
歌
研
究
と
物
語
研
究
｣
｡
参
加
者
は
実
数
が
十
九
名
t
の
べ

三
十
三
人
｡

八
月

三
日

第
二
回
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
梶
川
信
行
日
本
大

学
教
授
)
平
成
十
六
年
度
第

一
回
研
究
会
開
催
｡

八
月

一
八
日
～
二
五
日

中
国
社
会
科
学
院
外
国
文
学
研
究
所
主
催

･
中
国

外
国
文
学
学
会
日
本
文
学
研
究
会

(於

･
中
国
西
安
市
)
に
寺

川
鼻
知
夫
所
長

･
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
参
加
｡
寺
川
所
長
は

｢仏
教
文
学
と
説
話
文
学
｣
'
井
上
研
究
員
は

｢し
ぐ
れ
考
-
日

中
比
較
文
学
を
と
お
し
て
-
｣
と
遺
し
て
研
究
発
表
｡

八
月
二
〇
日

第
九
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
'
上
野
誠
副
所
長
が

｢女
性
労
働
と
万
葉
集
｣
を
講
演
｡

奈
良
県
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
研
修
会
で
'
松
尾
光
研
究

員
が

｢万
葉
集
と
古
代
米
｣
と
遺
し
て
講
演
｡

八
月
二

一
日

親
子
万
葉
教
室
で
'
松
田
信
彦
研
究
員
が
講
師
を
務
め
る
｡

八
月
二
二
日

親
子
万
葉
教
室
で
'
松
尾
光
研
究
員
が
講
師
を
務
め
る
｡

八
月
二
八
日

第
十
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
'
松
田
信
彦
研
究
員
が

｢起
点
と
し
て
の
雄
略
朝
｣
を
講
演
｡

八
月
三
〇
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢
『万
葉
集
』
と
季
節
観
｣
を
講
義
｡

八
月
三

一
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
坂
本

信
幸
奈
良
女
子
大
学
教
授
)
の
第
二
回
研
究
会
を
開
催
｡
千
田

稔
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
が
講
演
｡

九
月

四
日

第
十

一
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢天
平
時
代
の
歌
と
絵
画
｣
を
講
演
｡

九
月

八
日

｢万
葉
故
地
の
確
定

･
デ
ー
タ
化
と
歴
史
的
景
観
再
現
事
業
｣

(奈
良
女
子
大
学
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
)
の
合
同
打
ち
合

わ
せ
会
に
'
志
野
保
則
次
長

･
松
田
信
彦
研
究
貞
が
出
席
｡

九
月

一
三
日

友
の
会
共
催
の

｢木
簡
を
よ
む
｣
で
'
松
尾
光
研
究
員
が

｢出
雲
市
青
木
遺
跡
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
｣
を
講
義
｡

九
月

一
九
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
第

一
回
共
同
研
究

｢
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
と
万
葉
集
Ⅰ
｣
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
｡
寺
川
鼻

知
夫
所
長
が
総
括
報
告
を
し
た
あ
と
'
辰
巳
正
明
国
学
院
大
学
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教
授

･
高
橋
孝
信
東
京
大
学
教
授

･
月
本
昭
男
立
教
大
学
教
授

が
基
調
報
告
｡
上
野
誠
副
所
長
が
司
会
と
な
り
'
岩
城
雄
次
郎

日
タ
イ
文
学
者
交
流
セ
ン
タ
ー
主
宰

･
金
両
基
常
葉
学
園
大
学

客
員
教
授

･
内
藤
磐
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
教
諭
と
松
尾
光
研

究
員

･
松
田
信
彦
研
究
貞

･
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
な
う
｡
参
加
者
は
二
二
二

名
｡第

二
回
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
梶
川
信
行
日
本
大

学
教
授
)
第
二
回
研
究
会
開
催
｡

九
月
二
〇
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
坂
本

信
幸
奈
良
女
子
大
学
教
授
)
の
第
三
回
研
究
会
を
開
催
｡
網
干

善
教
関
西
大
学
名
誉
教
授
が
講
演
｡

一〇
月

八
日

田
原
本
町
生
涯
学
習
課
主
催

･
第
七
回
郷
土
学
習
講
座

(於

･

田
原
本
町
公
民
館
)
で
'
松
尾
光
研
究
員
が

｢万
葉
人
の
生
活
｣

と
遺
し
て
講
演
｡

1
0
月

1
0
日

美
夫
君
志
会
十
月
例
会
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
貞
が

｢行
路

の
難
｣
と
遺
し
て
研
究
発
表
｡

一
〇
月

一
八
日

友
の
会
共
催
の

｢木
簡
を
よ
む
｣
で
'
松
尾
光
研
究
員
が

｢呪
符
木
簡
に
つ
い
て
｣
を
講
義
｡

一
〇
月
二
四
日

第
六
回
か
つ
ら
ぎ
万
葉
の
里
ま
つ
り
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が
講
師
を
務
め
る
｡

一〇
月
三

一
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
坂
本

信
幸
奈
良
女
子
大
学
教
授
)
の
第
四
回
研
究
会
を
開
催
｡
西
宮

一
民
皇
学
館
大
学
名
誉
教
授
が
講
演
｡

二

月

八
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
'
松
田
信
彦
研
究
員

が

｢国
作
り
神
話
｣
を
講
義
｡

二

月
二
〇
日

古
事
記
学
会
十

一
月
例
会

(於

･
国
学
院
大
学
)
で
'
松
田

信
彦
研
究
貞
が

｢
い
わ
ゆ
る
帝
紀
的
記
事
か
ら
見
た

『日
本
書

紀
』
の
一
性
格
｣
と
遺
し
て
研
究
発
表
｡

二

月
二
八
日

第
二
回
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
梶
川
信
行
日
本
大

学
教
授
)
第
三
回
研
究
会
開
催
｡

万
葉
古
代
学
研
究
所
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
坂
本

信
幸
奈
良
女
子
大
学
教
授
)
の
第
五
回
研
究
会
を
開
催
｡
永
島

福
太
郎
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
が
講
演
｡

友
の
会
講
座
で
'
孟
形
海
外
研
修
員
が

｢
日
本
の
古
典
の
な

か
の
中
国
文
学
｣
と
遺
し
て
講
演
｡

二

一月

五
日

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
冬
季
大
会
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

貞
が

｢
(物
色
)
と
し
て
の

『日
晩
』
-
万
葉
集
に
お
け
る
四

季
の
概
念
と
造
語
力
-
｣
と
遺
し
て
研
究
発
表
｡

二

一月

二

日

｢奈
良
女
子
大
学
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
講
演
会
/
明
日
の

奈
良
づ
く
り
を
目
指
し
て
｣
の
第

一
講
義
/
坂
本
信
幸
教
授

｢奈
良
と
万
葉
故
地
｣
(於

･
奈
良
女
子
大
学
記
念
館
講
堂
)
に
'
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松
尾
光
研
究
員
が
参
加
｡

二

一月

一
三
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
'
松
田
信
彦
研
究
貞

が

｢天
若
日
子
神
話
｣
を
講
義
｡

一
月

一
〇
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
'
松
田
信
彦
研
究
員

が

｢国
譲
-
神
話
｣
を
講
義
｡

一
月
三
〇
日

第
二
回
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
梶
川
信
行
日
本
大

学
教
授
)
第
四
回
研
究
会
開
催
｡

｢万
葉
故
地
の
確
定

･
デ
ー
タ
化
と
歴
史
的
景
観
再
現
事
業
｣

(奈
良
女
子
大
学
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
)
の
合
同
研
究
会

開
催
｡
万
葉
古
代
学
研
究
所
委
託
共
同
研
究

(研
究
代
表
者

･
坂
本

信
幸
奈
良
女
子
大
学
教
授
)
の
第
六
回
研
究
会
を
開
催
｡

◆
専
任
研
究
員
の
お
も
な
業
績

(平
成
十
六
年
三
月
～
平
成
十
七
年

一
月
)

松

尾

光

[著
書
]

○
『白
鳳
天
平
時
代
の
研
究
』
(笠
間
書
院
刊
)'
平
成
十
六
年
三
月
｡

[研
究
論
文
]

O
｢山
部
と
山
守
部
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
二
号
)'
平
成
十
六

年
三
月
｡

O
｢畝
火
山
の
性
別
｣
(｢期
｣
四
十
五
号
)'
平
成
十
六
年
六
月
｡

[そ
の
他
]

O
｢『播
磨
国
風
土
記
』
の
世
界
に
遊
ぶ
｣
(｢期
｣
四
十
三
号
)'
平
成
十
六

年
三
月
｡

O
｢松
尾

･
根
本
誠

一
対
談

『風
土
記
』
を
楽
し
む
｣
(播
磨
町
郷
土
資
料

館
編

｢特
別
展

『輝
-
播
磨
国
』
記
念
対
談
記
録
集
｣
)'
平
成
十
六
年
三

月
｡

O
｢貧
窮
問
答
歌
は
社
会
科
の
教
材
た
-
う
る
か
｣
(｢裸
｣
二

一
〇
号
)'

平
成
十
六
年
四
月
｡

O
｢聖
徳
太
子
と
片
岡
山
伝
説
｣
(｢歴
史
研
究
｣
五

一
五
号
)
'
平
成
十
六

年
四
月
｡

O
｢書
評
/
青
木
和
夫
著

『白
鳳

･
天
平
の
時
代
』｣
(｢
日
本
歴
史
｣
六
七

二
号
)'
平
成
十
六
年
五
月
｡

O
｢安
万
侶
は
い
ち
ど
も
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
か
｣
(高
岡
市
万
葉
歴

史
館
友
の
会

｢万
葉
を
愛
す
る
会
だ
よ
り
｣
四
十
号
)
'
平
成
十
六
年
五

月
｡

O
｢呪
わ
れ
た
釣
針
｣
(｢歴
史
研
究
｣
五

一
八
号
)'
平
成
十
六
年
七
月
｡

O
｢
ヒ
コ
ホ
ノ
こ
こ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
｣
な
ど
三
項
目

(｢別
冊
歴
史
読
本
/
『記

紀
神
話
』
神
名

･
伝
承

･
系
譜
事
典
｣
二
十
九
巻
二
十
二
号
)
'
平
成
十

六
年
七
月
｡

O
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
①
/
息
の
緒
に
思
ふ
｣
(｢天
飛
ぶ
｣
九
号
)
'
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平
成
十
六
年
七
月
｡

O
｢散
り
い
そ
ぐ
恋
人
た
ち
｣
(｢歴
史
研
究
｣
五

一
九
号
)
'
平
成
十
六
年

八
月
｡

O
｢魂
の
色
'
生
霊
の
姿
｣
(｢歴
史
研
究
｣
五
二
〇
号
)
'
平
成
十
六
年
九

月
｡

O
｢揺
れ
る
領
巾
の
呪
力
｣
(｢歴
史
研
究
｣
五
二
一
号
)
'
平
成
十
六
年
十

月
｡

O
｢産
経
新
聞
｣
朝
刊
/
奈
良
版

｢万
葉
集
と
遊
ぶ
｣
第
四
回

･
第
八
回

･

第
十

一
回
'
平
成
十
六
年
十
月
～
十
二
月
｡

O
｢
『古
事
記
』
と

『日
本
書
紀
』
は
ど
う
違
っ
て
い
る
の
｣
(｢万
葉
図
書

･

情
報
室
だ
よ
-
｣
十
号
)'
平
成
十
六
年
十

一
月
｡

年
三
月
｡

○
担
当
執
筆

｢タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
ノ
カ
ミ
な
ど
｣
二
十
項
目

(
｢
別
冊
歴
史
読

本
/
『記
紀
神
話
』
神
名

･
伝
承

･
系
譜
事
典
｣
二
十
九
巻
二
十
二
号
)'

平
成
十
六
年
七
月
｡

O
｢産
経
新
聞
｣
朝
刊
/
奈
良
版

｢万
葉
集
と
遊
ぶ
｣
第
五
回

･
第
九
回

･

第
十
二
回

･
第
十
三
回
'
平
成
十
六
年
十

一
月
～
十
二
月
｡

松
田
信
彦

[研
究
論
文
]

O
｢日
本
書
紀
編
纂
に
つ
い
て
の
一
疑
問
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣

二
号
)'
平
成
十
六
年
三
月
｡

[研
究
発
表
]

O
｢
い
わ
ゆ
る
帝
紀
的
記
事
か
ら
見
た

『日
本
書
紀
』
の

一
性
格
｣
(古
事

記
学
会
十

一
月
例
会
)'
平
成
十
六
年
十

一
月
｡

[そ
の
他
]

O
｢措
か
れ
た
万
葉
歌
⑧
/
防
人
の
歌
｣
(｢天
飛
ぶ
｣
八
号
)
'
平
成
十
六

井
上
さ
や
か

[研
究
論
文
]

O
｢秋
芽
子
の
形
成
-

(物
色
)
の
倭
製
-
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣

二
号
)'
平
成
十
六
年
三
月
｡

[研
究
発
表
]

O
｢し
ぐ
れ
考
-
日
中
比
較
文
学
を
と
お
し
て
-
｣
(中
国
社
会
科
学
院
外

国
文
学
学
会
日
本
文
学
研
究
会
年
会
)'
平
成
十
六
年
八
月
｡

O
｢行
路
の
難
-
追
ひ
て
敷
難
を
但
み
憤
慨
し
て
よ
む
こ
と
-
｣
(美
夫
君

志
会
十
月
例
会
)'
平
成
十
六
年
十
月
｡

O
｢
(物
色
)
と
し
て
の

『日
晩
』
-
万
葉
集
に
お
け
る
四
季
の
概
念
と
造

語
力
-
｣
(全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
冬
季
大
会
)'
平
成
十
六
年
十
二
月
｡

[そ
の
他
]

○
担
当
執
筆

｢
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
｣
な
ど
十
六
項
目

(
｢
別
冊
歴
史

読
本
/
『記
紀
神
話
』
神
名

･
伝
承

･
系
譜
事
典
｣
二
十
九
巻
二
十
二
号
)'
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平
成
十
六
年
七
月
｡

O
｢産
経
新
聞
｣
朝
刊
/
奈
良
版

｢万
葉
集
と
遊
ぶ
｣
第
三
回

･
第
七
回

･

第
十
回

･
第
十
六
回
'
平
成
十
六
年
十
月
～
平
成
十
七
年

一
月
｡

o
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
②
/
時
雨
に
も
み
つ
｣
(｢天
飛
ぶ
｣
十
号
)'

平
成
十
六
年
十

一
月
｡

O
｢新
刊
紹
介
/
佐
々
木
民
夫
氏
著

『万
葉
集
歌
の
こ
と
ば
の
研
究
』
｣

(｢美
夫
君
志
｣
第
六
十
九
号
)'
平
成
十
六
年
十

一
月
｡
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